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§1.光 散 乱
光散乱の過程においては,運動量およびェネルギーが保存する :
kL-ks ± qi=I: J I
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理論的計算の結果によれば, overdampedJポラリトンのラマン line shapeは著






Burnsは･光散乱スペク トルから得られたマイクロ波誘電率 8m はつ中に誘電測
定から得た誘電酎 capよ｡も低 く･ ecap/8m (> 1)は転移点に近づくと増大する
と主張している｡
S(a,)の極大を与えるWを Q,m とすれば, 6m は (da･m/dq)aF ｡から定まる｡
q=0
また･ S(aI)･W2の極大を与えるQJを a)M とすれば･ wM からも6m が定まる｡
吾々がBaTi03でこれらの方法で決定 した 8m は室温で～2000であったo ecap




KDI)のラマンスペク トルは･ BaTi03の overdamp したソフ トフォノンに






















Thomasは,気液相転移に見られるレ- リー 線のいちじるしい温度変化は, 固体の
相転移では存在しない可能性のあることを指示した｡




乱を観測 した｡ Borhasa-Portoは結晶の吸収スペク トルの温度依存性のために兄か ー




音響フォノンが q-0のソフ トフォノンと結合してソフ ト化することは･Cumnius
らによってKDPで, FleuryらによってBaTi03で観測されたo
最近,ゾーン境界のソフ トフォノンと結合して,音響フォノンがソフ ト化し,その巾
が異常を示すことが,吾々によって見出だされた｡
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